
令和5年度
小学校理科指導法研究会

D グループ
さいたま市立野田小学校 教諭 古川 祐子

嵐山町立菅谷小学校 教諭 諸星 哲郎

深谷市立花園小学校 教諭 大工廻 朝晴

春日部市立豊春小学校 教諭 古閑 龍太郎



単元名 音を出して調べよう

さいたま市立野田小学校

教諭 古川 祐子

令和５年度埼玉県理科教育研究会
小学校理科指導法研究委員会
実践発表

研究主題
自然事象に向き合い、主体的に問題解決する児童の育成



本単元について

〇「エネルギー」を柱とする領域

〇働かせる見方

主として「量的・関係的な見方」

⇒「音の大小は、振動による違い」という見方

〇考え方

「比較する」

⇒音の大小による震え方の違いなど比較することにより、

共通点や差異点を見いだす。



【視点】

児童が見通しをもつことで、主体的な問題解決につながる。

【手立て】

① 学習活動に見通しをもてるよう、問題解決の流れを明確にする。

② 児童が問題を見いだすことができるよう、事象との出会いを工夫する。

③ 見通しをもった主体的な活動につなげるよう、児童の疑問をもとに、実験

計画を作成する。

④ 実験結果の傾向をつかみ、協働的に考えを深められるよう、ICTを活用する。

⑤ 「〇〇だったらどうなるだろう？」といった実験結果をふまえた児童の疑問

を学級で解決できるよう、疑問を試すことができる場を設定する。

研究主題
自然事象に向き合い、主体的に問題解決する児童の育成



指導計画

第０次 問題解決の流れを知る

第１次 問題を見いだす

「音のふしぎをみつけよう」

第２次 音の大きさがかわると、

物のふるえ方はかわるのだろうか。

第３次 音が伝わるとき、音を伝える物は

ふるえているのだろうか。

【手立て】

①問題解決の流れの明確化

②事象との出会いの工夫

③実験計画の作成

④ICTの活用

⑤疑問解決の場の設定

④ICTの活用

⑤疑問解決の場の設定



第０次 問題解決の流れを知る
手立て①問題解決の流れの明確化 学習活動に見通しをもてるよう、問題解決の流れを明確にする。

第１次 問題を見いだす

「音」ってなんだろう？

音楽室に行って、
いろんな楽器の音を
出してみよう。

楽器もいろんな
音がするね。

音のふしぎを
みつけよう！



第１次 問題を見いだす

大太鼓 小太鼓 シンバル トライアングル 鉄琴 木琴

手立て② 事象とに出会いの工夫
音と震えの関係について問題を見いだしやすい楽器
をならす。

音が出ているときと音がしないときを比較し、
共通点や差異点を基に、音の性質について問題
を見いだす。

大太鼓に穴があいている！
太鼓をたたくと、
ここから空気が出ていくよ。
音と関係があるのかな？



第１次 問題を見いだす

手立て③ 実験計画の作成
疑問から問題を見いだし、見通しをもった主体的な活動につながるよう、児童の疑
問をもとに、実験計画を作成する。

太鼓をたたくと、穴から空気が出ていくよ。音
と空気は関係があるのかな？

ふるえているときに、音が出ていたよ。

今回は全部たたいて音がでる物だった。
「大きな音」は、たたき方が強いはずだから、

人によって違ってきてしまうね。

たたかなくても音が出る、CDラジカセで実験
してみよう。たたく強さは関係ないね。

大きい音は、大きくふるえるのかな？



第２次 音の大きさがかわると、
物のふるえ方はかわるのだろうか。

手立て③実験計画の作成⇒実験計画をもとに、実験を行う。

「音がしない」「小さな
音」「大きな音」とその時
の震え方を確かめよう。

ふせんを貼ると、ふるえて
いるのがよく分かる！

CDラジカセも少しだけ
ど、音が出ているときにふ

るえている！

音がしないとふるえな
い。

音がなるとふるえる。
音が大きいと大きくふる
える。音が少しだと、小

さくふるえる。



手立て④ICTの活用 実験結果の傾向をつかみ、協働的に考えを深められるよ
う、

 タブレットを活用する。
結果をグラフ化し、整理して比較することで、量的・関係的な見方を働かせ、
音の性質についての傾向をとらえることができる。

音を出す物ごとに
スタンプの色を変え、

震え方の違いに気づきやす
くする。

第２次 音の大きさがかわると、
物のふるえ方はかわるのだろうか。

音がしないときも、少しふる
えていたよ！

たいこの近くで声をだしたら、
たいこをたたいていないのに、
たいこがふるえたんだよ！間
にある空気がふるえていたの

かな？

やっぱり、大きい音にな
るほどふるえ方が大きい
ね。音を出すものの種類
によって、震え方に違い

があるね。



第２次 音の大きさがかわると、
物のふるえ方はかわるのだろうか。

たいこの近くだと、しんぞうにひびくくらいよくふる
えが伝わるけど、離れて実験してみると、ひびかない
な。床をさわってもふるえてない。やっぱり間にある

空気がふるえていたのかな？
空気が音を伝えるのかな？

手立て⑤ 疑問解決の場の設定
「〇〇だったらどうなるだろう？」といった実験結果をふまえた児童
の疑問を学級で解決できるよう、疑問を試すことができる場を設定す

る。

大き大太鼓の中にも空

気があるし、周りにも空
気がある。空気がふるえ

て伝わったのかな。



第３次 音が伝わるとき、音を伝える物は
ふるえているのだろうか。

手立て③ 実験計画の作成
疑問から問題を見いだし、見通しをもった主体的な活動につながるよう、児童の疑
問をもとに、実験計画を作成する。

予想通りだったら、こうなるはず！

音を出しているものと
聞くものをつなげたら、

調べられるかな。

空気に音をつたえるひみつがありそうだね。
空気をとじこめられるふうせんを使って、

風船電話にしたらどうかな？

声を出したら、空気がふるえるか
ら、

風船もふるえるはず！



第３次 音が伝わるとき、音を伝える物は
ふるえているのだろうか。

糸をぎゅっとつかんだら、音が
聞こえなくなったよ。

トライアングルの音がしている時、
糸にはったふせんもよくふるえて

いるよ。予想通りだったね。

手立て③実験計画の作成⇒実験計画をもとに、実験を行う。
【方法１】 糸でトライアングルと紙コップをつなぐ。

糸がピンと張っていないと、
音が聞こえないね。



手立て③実験計画の作成⇒実験計画をもとに、実験を行う。
【方法２】 水糸で紙コップをつなぐ。

第３次 音が伝わるとき、音を伝える物は
ふるえているのだろうか。

８ｍの長い糸でも、声が聞
こえる！糸が震えている！

糸をぴんと張っていても、
柱にぶつかって曲がると、

音は聞こえないね。

机にまきつけてみたら、音が聞
こえないね。やっぱり糸が

震えないからだね。



第３次 音が伝わるとき、音を伝える物は
ふるえているのだろうか。

声を出すと風船
がふるえるよ！
中の空気がふる
えているのか

な？

手立て③実験計画の作成⇒実験計画をもとに、実験を行う。
【方法３】 風船で紙コップをつなぐ。

糸電話と違って、
空気電話は、曲
がっても、柱に
ぶつかっても、
音が聞こえる！

つなげてみたら
どうかな？

３つつなげても声が聞こえるよ！紙コップと紙コップの
間をあけても声が聞こえる！間の空気もふるえている！



第３次 音が伝わるとき、音を伝える物は
ふるえているのだろうか。

手立て④ICTの活用 実験結果の傾向をつかみ、協働的に考えを深められるよ
う、

タブレットを活用する。
結果をグラフ化し、整理して比較することで、量的・関係的な見方を働かせ、
音の性質についての傾向をとらえることができる。

方法１も方法２も方法３も、どれも音を出してい
るときは、音を伝える物はふるえていたね。

風船の中は、音がぶつかって
いそう！声の大きさが大きい
と、風船の中の空気と音がた
くさん風船にぶつかるのと思

うよ！

差異点や
共通点に

着目



第３次 音が伝わるとき、音を伝える物は
ふるえているのだろうか。

手立て⑤疑問解決の場の設定
「〇〇だったらどうなるだろう？」といった実験結果をふまえた児童の疑問を学級
で解決できるよう、疑問を試すことができる場を設定する。

音は、糸を傾けたら、下の方にいくのか
な？音を出してたしかめてみよう。

糸がかたむいていると、音がのぼれない？
ふるえない？

糸も空気が入ってい
そう。空気でないも
のも、音を伝えるの

かな？



第３次 音が伝わるとき、音を伝える物は
ふるえているのだろうか。

手立て⑤疑問解決の場の設定 「針金は音を伝えるのだろう？」
針金の中にも小さな空気や音を伝えるものがあると思
う。曲がると、空気や音がつまってしまうから、音は

伝わらないと思う。

針金をたるませて
も、下に曲げても、

机で曲げても、
針金電話は音が
聞こえるよ！

音のしんどう
ランキングを

考えてみたよ！
１位 はり金

 ２位 ふうせん
  ３位 糸



学習後の児童の思考

「音」ってなんだろう？

空気のふるえや物のふるえが
音に関係していることをとらえている。

児童の描いた絵から、「リコーダーも空気がふるえて音を
出している。リコーダーはさわってもふるえを感じないこ
とから、糸をつなげばふるえを感じられる。」と考えてい
ることがわかる。
音を空気のふるえととらえている姿が見られる。

「紙コップ電話の糸
がふるえていること
がわかった。ふうせ
ん電話の音がはねか
えったりしているか
らきこえる。動物や
虫などの自分で音を
だしたりしている動
物や虫などをしりた
い。」という記述か
らも、身の回りの音
について、興味や関
心が高まった様子が

見られた。



成果と課題
成果

・実験計画を作成することで、見通しをもって主体的に活動する問題解決すること

ができた。

・児童が疑問を見いだし、疑問を解決するための実験を考え、グループで実験を行

うことで、既習をつなげながら、深い学びを得ていることが分かった。

・音の高低など、問題を見いだす際、体験活動から想定以上の見方や考え方を働か

せる姿がみられた。

課題

・既定の時間内で児童の疑問をいかに解決していくか、また実験をどこまで計画

するのかについては、実態に応じて単元構成を見直す必要がある。

・今回は紙のワークシートとタブレットの両方を並行して活用した。児童の思考が

深まる、よりよいICT活用の仕方を探っていきたい。

さいたま市立野田小学校
教諭 古川 祐子
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実践報告



〈グループDの実践テーマ〉
◉研究主題

自然事象に向き合い，あきらめずに探究する児童の育成。

視点
児童が見通しをもって問題解決することで，自然事象に向き

合い，あきらめずに探究できるようになる。

○手立て
実験計画を作成することで，児童が見通しをもって問題解決

ができるようにする。



〈実践〉
◎実施単元 第5学年「ふりこ」

◎おおまかな学習の流れ
１時間目：ふりこの定義の確認・自作ふりこの比較と問題設定・計測練習

2時間目：予想→実験で確かめていくことの確認
3時間目：実験①(ふりこの長さによって変わるか確かめる)の計画と道具の準備
4時間目：実験①・考察①
5時間目：実験②(ふりこのふれはばによって変わるか確かめる)の計画
6時間目：実験②・考察②
7時間目：実験③(おもりの重さによって変わるか確かめる)の計画
8時間目：実験③・考察③→学習問題に対する考察・まとめ
9時間目：ふりこのリズム調節・確かめ問題

学習問題『ふりこの1往復する時間は何によって変わるのだろうか？』



〈実践〉
◎実験計画の手順

3・5・7時間目の実験計画では，以下の手順で実験方法を児童に考えさせた。

手順①変える条件・変えない条件を個人で考えた後，グループで確認し，最後にクラスで確認する

。

手順②確認した条件を基に，個人で具体的な実験を考えて図と言葉でノートに表現する。

手順③グループでそれぞれの考えた実験計画案を交流する。

手順④タブレットの共同編集機能を使い，グループで１つの実験計画書を作成する。

手順⑤他の班の計画書や教師からのアドバイスを受けて，計画書を再検討して完成させる。



〈実践〉

◎実験計画書の形式
個人計画書（児童ノート） グループ計画書（共同編集シート）



〈実践〉

◎児童が作成した実験計画書｟ふりこの長さ｠

【個人計画書】 【グループ計画書】

A班



〈実践〉

◎児童が作成した実験計画書｟ふりこのふれはば｠

【個人計画書】 【グループ計画書】

B班



〈実践〉

◎児童が作成した実験計画書｟おもりの重さ｠

【個人計画書】 【グループ計画書】

C班



〈実践〉

◎児童の実験計画の様子
個人計画書の交流 グループ計画書の作成

他の計画書を参考に再検討



〈成果と課題〉

◎成果
・実験計画書を個人からグループの流れで実験①・②において交流したことで、実験③では全児童
が
条件を制御した実験計画を考えることができていた。
・グループの計画を立てる際には、「より実験しやすい」「違いがはっきり分かる」条件になるよう
活発に話し合う様子が見られた。
・自分たちで内容や方法を決めて準備した実験だったため、児童それぞれが条件に細かくこだわって
設置している様子が見られた。
・役割分担や計測ミスの際のやり直しなど、教師の指示がなくても自発的に行っていた。
・実験の最中から、「長さで変わるんだ」「ふれはばは関係ないんだ」など、考察につながるやりと
りが見られた。見通しをもって実験に取り組んでいた。

△課題
・実験計画を個人からグループに立てさせると、「計画を立てる時間の確保」が必要になる。この流
れを行う単元や時間を選定する必要がある。
・条件制御は1単元で身につけられるものではないので，特に5年生の年度当初から計画的に指導して
いく必要がある。例えば、段階的な条件制御の扱いを年間学習指導計画にも位置付けておくと、更
に習熟させることができる。



令和5年度
小学校理科指導法研究委員研修会

実践報告

春日部市立豊春小学校 古閑 龍太郎



＜グループD 実践テーマ＞
〇研究主題

自然事象に向き合い、あきらめずに探求する児童の育成。

〇視点

児童が見通しをもって問題解決することで、自然事象に向き合
い、あきらめずに探求できるようになる。

〇手立て

実験計画を作成することで、児童が見通しをもって問題解決が
できるようにする。



＜実践：単元名・学習の流れ＞

主な学習の流れ 学習内容

①電磁石を使ったクレーンゲーム

②電磁石の性質を確かめる実験

③電磁石を強くする方法を確かめる実験

第５学年「電磁石のはたらき」

電流のはたらき

電磁石の強さ

実験計画

５年で働かせる考え→条件制御



＜実践：実験計画について＞
児童が疑問に思ったことを確かめるために、実験計画を考えさせた。

1⃣個人

2⃣グループ

・児童の学習内容の興味・関心・実態の把握

・グループで1つの実験にまとめる
・それぞれの考えた実験を行ってもよい
・条件制御や方法についてそれぞれアドバイス
（グループは異質集団）

3⃣教科書例示 （時間があれば）
・学習内容の振り返り



＜実践：実験計画について＞

①電磁石を使ったクレーンゲーム

強くする方法

磁力を調べる

②へ

③へ

なぜつく
の？

もっとク
リップをつ
けたい！

疑問

実験への意欲



＜実践：実験計画について＞

②電磁石の性質をたしかめる実験計画
【グループの話し合い】

・「方位磁針をつかうとよい」
・「置く場所はどこがよいか」
→「たくさん置きたい」
「それだとわかりづらい」
【教師のアドバイス】

・「電池の向きって関係あるかな」

話し合いで深める



＜実践：実験計画について＞

③電磁石を強くする方法をたしかめる実験

コイルを更に巻いてみ
よう

電池の数を増やしてみ
よう

クリップをつけたい

電磁石を強くしたい

磁力 電流

条件を整理する必要性の確認



＜実践：実験計画について＞

③電磁石を強くする方法をたしかめる実験

コイルの巻数の条件だけ

電池の数の条件増

条件制御は？
電流の大きさ
は？

修正



＜成果と課題＞

・細かい条件にこだわることで、実験により意欲的に取り組む児童が増え
た。

・グループの計画場面を設定することで、自力解決が難しい児童も取り組むことができた。

・1学期の単元テスト６割未満集団の知・技の得点率が34.8％から65.5％に向上した。

〇成果

●課題

・「磁力」「電流の強さ」の条件制御を考えることが、児童にとって分かりづらかっ
た。本時での条件制御にあたる条件とは何か、確実におさえる必要があるとと
もに、他の単元でも継続的に指導していく必要がある。

・まとまった時数が必要となる。そのための時間を確保するために、計画を立て
る場所（例えば今回は③電磁石を強くる方法を確かめる）を決めておく必要が
ある。
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